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協和発酵キリンの概要

•設立設立設立設立 ：：：： 2008年10月1日

•資本金資本金資本金資本金 ：：：： 26,745百万円

•従業員数従業員数従業員数従業員数 ：：：： 7,436名（連結、2009年12月31日現在）

•事業内容事業内容事業内容事業内容 ：：：： 医療用医薬品の製造・販売。 バイオケミ

カル、化学品をグループ事業として展開。
親会社キリンホールディングス。

•売上高売上高売上高売上高 :  2009年度３,091億（4～12月、連結）

•事業事業事業事業ビジョンビジョンビジョンビジョン：：：：がん、腎、免疫疾患を中心とした領域で、抗体医薬を核にした最先端

のバイオテクノロジーを駆使して、画期的な新薬を継続的に創出し、開発、販売をグ
ローバルに展開することにより、世界の人々の健康と豊かさに貢献する、日本初のグ
ローバルスペシャリティファーマとなる。

＜事業持株会社＞
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情報システム部門の組織

•各種業務ア
プリケーション

システムの保
守・改善

•各種業務ア
プリケーション

システムの新
規開発

•新しい手法、
技術の導入

•業務非依存の
共通資源管理

•社内共通イン
フラの企画、

設計

•全社ＩＴコスト
管理

•シェアドサー
ビス管理

社員４５名

協力会社
約３０

ｽﾎﾟｯﾄＳＩｅｒ

１０～２０

＋＋＋＋
＋＋＋＋

運用アウト
ソーサ
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パートナーとの役割分担
標
準
化
（
＝
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
）
可

能
領
域

改善企画

アプリ開発

ｼｽﾃﾑ化企画

システム設計

システム開発

アプリ保守 運用

システム改善

計画・設計

ﾌｨｰﾙﾄﾞ運用

ｾﾝﾀｰ運用

システム

改修改善

ユ
ー
ザ

情
報
シ
ス
テ
ム
部

ベ
ン
ダ
ー

インフラ

施工

保守

企画・設計

潜在ニーズ トラブル通知

ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ

ﾃﾞｰﾀ管理

・企画・設計が中心

・手段はモデリング

改善企画
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≪エンタープライズ・アーキテクチャ≫

•当社が目指すアプリ・アーキテクチャは自社のエン

タープライズ・（データ）モデルが中心で、市販ＥＲＰの

（プロセス）モデルが中心ではない。

•アプリ開発（特に上流）では常にモデルを中心とし、

モデル図は保守にも及ぶ永続的な成果物となる。
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当社が目指すアーキテクチャ

• 企業独自のモデルに基づいたエンタープライズＨｕｂが中心。

• ＥＲＰ等の周辺処理コンポーネントは、取り替え可能！

生産管理生産管理生産管理生産管理（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）

原価計算原価計算原価計算原価計算（（（（ﾊﾊﾊﾊﾟ゚゚゚ｯｹｰｼｯｹｰｼｯｹｰｼｯｹｰｼﾞ゙゙゙））））

営業支援営業支援営業支援営業支援

（（（（スクラッチスクラッチスクラッチスクラッチ））））

会計会計会計会計（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）

ｴﾝﾀｰﾌｴﾝﾀｰﾌｴﾝﾀｰﾌｴﾝﾀｰﾌﾟ゚゚゚ﾗｲｽﾗｲｽﾗｲｽﾗｲｽﾞ゙゙゙（（（（企業企業企業企業）Ｈｕｂ）Ｈｕｂ）Ｈｕｂ）Ｈｕｂ
人事人事人事人事（ＢＰＯ）（ＢＰＯ）（ＢＰＯ）（ＢＰＯ）

＜ＳａａＳ＞＜ＳａａＳ＞＜ＳａａＳ＞＜ＳａａＳ＞

販売物流販売物流販売物流販売物流

（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）（ＥＲＰ）

Enterprise Model
Local Model Local Model

ﾓﾃﾞﾙ

変換

モデル

変換

トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション
ＤＷＨ（ＯＤＳ）ＤＷＨ（ＯＤＳ）ＤＷＨ（ＯＤＳ）ＤＷＨ（ＯＤＳ）

TR-Hub

共通共通共通共通マスターマスターマスターマスター

ﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀHub

Ｃ
ｌｏ
ｕ
ｄ

Ｃ
ｌｏ
ｕ
ｄ

Ｃ
ｌｏ
ｕ
ｄ

Ｃ
ｌｏ
ｕ
ｄ
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ＥＡと当社のモデリングツール

ＤＡＤＡＤＡＤＡ

ＴＡＴＡＴＡＴＡ

BSC（ﾊﾞﾗﾝｽﾄﾞ・ｽｺｱ・ｶｰﾄﾞ）

ＢＡＢＡＢＡＢＡ

ＡＡＡＡＡＡＡＡ

ｼｽﾃﾑ概念図

（（（（経営経営経営経営））））

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ﾕｰｽｹｰｽ

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図

システム
ﾕｰｽｹｰｽ

ｼｰｹﾝｽ図

概念ＤＢ構造図
（ＴＨモデル）

アプリ鳥瞰図
（ＤＦＤ的）

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図
（ｼｽﾃﾑ・ﾚｰﾝ有）

クラス図（業務

概念ﾓﾃﾞﾙ）

クラス図（分

析ﾓﾃﾞﾙ）

ＤＦＤ（業務機
能関連図）
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※各種モデルによる図表現

ＵＭＬＵＭＬＵＭＬＵＭＬ

ｼｰｹﾝｽｼｰｹﾝｽｼｰｹﾝｽｼｰｹﾝｽ図図図図

ｱｸﾃｨﾋｱｸﾃｨﾋｱｸﾃｨﾋｱｸﾃｨﾋﾞ゙゙゙ﾃｨﾃｨﾃｨﾃｨ図図図図

概念概念概念概念ＤＢＤＢＤＢＤＢ構造図構造図構造図構造図
（ＴＨ（ＴＨ（ＴＨ（ＴＨモデルモデルモデルモデル））））

ﾕｰｽｹｰｽﾕｰｽｹｰｽﾕｰｽｹｰｽﾕｰｽｹｰｽ図図図図

システムシステムシステムシステム概念図概念図概念図概念図

アプリアプリアプリアプリ鳥瞰図鳥瞰図鳥瞰図鳥瞰図

当社独自当社独自当社独自当社独自モデルモデルモデルモデル
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＜当社の開発方法論＞

•当社ではオブジェクト指向の台頭を背景に、２００４年にＲＡＴＩＯＮＡＬ（現Ｉ

ＢＭ）のコンサルテーションを導入。UMLモデリングとともに、ＲＵＰによる

反復型開発を実アプリで体験。翌２００５年、従来のウオータフォール手法

に代わって、ＲＵＰを自社流にカスタマイズした反復型開発標準を制定、

翌２００６年、上流工程に特化した方法論を追加し、現在に至る。

ＲＵＰ：Rational Unified Processのとは、IBM社ラショナルブランドのオブジェクト指向型ソフトウェア開発プロセスＲＵＰ：Rational Unified Processのとは、IBM社ラショナルブランドのオブジェクト指向型ソフトウェア開発プロセス
10



☆開発全般のフェーズ概要

準備

フェーズ

方向付け

フェーズ

推敲
フェーズ

作成
フェーズ

移行

フェーズ

作成

フェーズ
移行

フェーズ

•ＳＩベンダと伴に、数回に分け

てベースラインに肉付けを行

ない都度テストを実施。テスト

データは徐々に本物に近づけ

システムの品質を高める。

•プロジェクトの

計画立案を行

ない、リソース

を準備。

•必要な環境や

データをセットアッ

プし、システムを

本稼働させる。

最大１２カ月

•通常のアプリ開発は、１年
で稼働できる範囲を定め、そ

れを超える場合は作成

フェーズ以降を２次開発とす

る。

•通常のアプリ開発は、１年
で稼働できる範囲を定め、そ
れを超える場合は作成

フェーズ以降を２次開発とす

る。

２２２２ｎｄｎｄｎｄｎｄ ＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰ

運用・保守

KICKICKICKIC----OFFOFFOFFOFF ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ﾝﾀﾝﾀﾝﾀﾝﾀﾞ゙゙゙ｰーーー参画参画参画参画 本稼働本稼働本稼働本稼働

■■■■ﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀ稼働稼働稼働稼働２２２２～～～～３３３３

カカカカ月月月月

•ラフなモデリング

を行いながら、開

発構想書を中心と

したＲＦＰを作成。

ＩＴＩＴＩＴＩＴ中期計画中期計画中期計画中期計画

•ＳＩベンダと伴

に初回の反復を

行いシステムの

ベースラインを

構築。

•３年先の大規模

計画を策定し年

単位で見直し。
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≪中計～準備～方向付け≫

•１／３Ｙで作成されたＩＴ中画に基づき、毎年各プロジェクトが起案さ

れる。まず準備フェーズにて新システムのラフスケッチを行ない、プ

ロジェクト計画を策定する。プロジェクトKICK OFFの後、最初の方向

付け“フェーズで”開発構想書“の作成を行い、システムの概要設計

を行なう。プロジェクトの成否はこの上流工程で決まる。
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準備フェーズの手順

ユ
ー
ザ
部
門
代
表

計画書
の作成

事業（業務）
課題の抽出

事業概要
の記述

業務概要
まとめ

課題解決の
可能性を検討

可能性
あり？

Ｙ

Ｎ

予算申請書

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト
計画書計画書計画書計画書

情
報
シ
ス
テ
ム
部
代
表

ﾕｰｻﾞ・情
ｼｽ両部門
から主担
当を選任

現行システム
概要調査

現行業務
ヒアリング

現行ドキュメント
のバインド

業務課題
一覧表

ＡＳＩＳの
モデリング

ＴＯＢＥＴＯＢＥＴＯＢＥＴＯＢＥのののの
モデリングモデリングモデリングモデリング

新たなＩＴの
ＳＥＥＤＳ

システム規模
概算見積り

概要モデル図
（ｼｽﾃﾑ概念図､
ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図､
ユースケース）

システム
規模見積書

ラフスケッチラフスケッチラフスケッチラフスケッチ

「「「「要求開発要求開発要求開発要求開発」」」」
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RFP

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ア
メ
ン
バ
ー

新システムの
構想立案

方向付けフェーズの手順

ユ
ー
ザ
部
門

新業務の
概要設計

Kick-
off

情
報
シ
ス
テ
ム
部

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図

開発構想書
プロジェクト
計画書

ユースケース
の作成

ﾕｰｽｹｰｽ図
（基本フロー）

課題解決の
仮想検証

課題解決
方法一覧

未解決
課題リスト

RFPでﾍﾞﾝﾀﾞｰに

要望する場合あり

開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ
の検討

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
概要ﾁｬｰﾄ

業務フロー
のレビュー

課題解決方向性
のレビュー

提案依頼
書の作成

提案依頼書
（RFP）

概要モデル
のレビュー

Ｓ
Ｉ
ベ
ン
ダ
ー システム

提案作成

システム
提案書

見積書

査定＆
発注

提案査定書 開発
環境
準備

推敲ﾌｪｰｽﾞ
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

次ﾌｪｰｽﾞ

計画
策定
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１．システム化の範囲
– 開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ、優先順を考慮し、アイテム（Ｗｈａｔ）・組織（Ｗｈｅｒｅ、Ｗｈｏ） ・

プロセス（Ｈｏｗ）の３つの軸で開発範囲（システムＳＣＯＰＥ）を明確化。

２．ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの位置づけ
– プロジェクト発足に至った社内外の環境要因や業務要件（Ｗｈｙ）を、経営的

視点から記述。また、現状業務の根本的問題とその影響及び、システム化に
よる解決方向、有効性について記述。

３．利害関係者とユーザ
– 利害関係者、ユーザという、システムに直接的、間接的に関係する登場人物

についてその役割毎に抽象的に記述。

４．システムの概要
– 周辺ｼｽﾃﾑも含めた当システムの位置付け及び、システム構成を図式化。文

書記述は新システムの各機能詳細と、非機能要件等の前提及び、予算。

５．システムの実現手段（※）
– スクラッチ開発ｏｒパッケージ適用等の実現手段を社内標準に即して記載。

※標準のＲＵＰ開発構想書にはない

※開発構想書作成のポイント
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※ユースケース図への展開

・開発構想書の“ユーザ”をもとに“アクター”を描画（汎化されたアクターも）

・ 〃 “各種機能”をもとに“ユースケース”を描写（ＵＣの数は適度に）

⇒あくまでユーザの視点に立ったシステムの“使い方例” を表現（＝外部設計）

� ＳＣＰ（需給計画）システムのユースケース図 例
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※ＲＦＰへの記述内容

• ＲＦＰ提示内容
〔本文〕 1.システムシステムシステムシステム化化化化のののの概要概要概要概要 2.目的目的目的目的／／／／効果効果効果効果（（（（ﾋﾋﾋﾋﾞ゙゙゙ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ﾈｽﾈｽﾈｽﾈｽ要求要求要求要求）））） 3.プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト体制図体制図体制図体制図

4.プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトののののスケジュールスケジュールスケジュールスケジュール 5.業務業務業務業務のののの概要概要概要概要（ＡＳＩＳ、ＴＯＢＥ）（ＡＳＩＳ、ＴＯＢＥ）（ＡＳＩＳ、ＴＯＢＥ）（ＡＳＩＳ、ＴＯＢＥ）

6.システムシステムシステムシステム機能機能機能機能要件要件要件要件ののののサマリサマリサマリサマリ 7.前提前提前提前提となるとなるとなるとなるインフラインフラインフラインフラ 等等等等

〔添付資料〕①システム概念図 ②業務ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図 ③開発構想書
④ユースケース図 ⑤未解決課題リスト ⑥開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ 等

• 提案依頼内容
– システム概要 ：ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ概要、ﾋﾞｼﾞﾈｽ要求の解決方法

– システム設計 ：実現手段（ｽｸﾗｯﾁ or ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）、実現方法（要件⇒実装のﾏｯﾋﾟ
ﾝｸﾞ）、各種モデル図（ﾊﾟｯｹｰｼﾞ：概念ｸﾗｽ図、概念ＥＲ図等、ｽｸﾗｯﾁ；ﾕｰｽｹｰｽﾓ
ﾃﾞﾙ（基本ﾌﾛｰ迄）、概念ｸﾗｽ図など）

– 開発工数（推敲ﾌｪｰｽﾞ～移行ﾌｪｰｽﾞ迄のﾌｪｰｽﾞ別工数（ＳＥ、ＰＧ））
– インフラ概要：ﾊｰﾄﾞｳｴｱ／ﾐﾄﾞﾙｳｴｱ 、クラウド環境の有無

– ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理 ：ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ体制、開発方法論､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ／ﾘｽｸ管理の手法

– システム保守：稼働後のシステム運用・保守体制
17



※ベンダーとの契約形態と発注方法

推敲
フェーズ

作成
フェーズ

移行
フェーズ

理想的形態

工数工数工数工数＆＆＆＆金額金額金額金額（（（（概算見積概算見積概算見積概算見積りりりり））））

準委任契約 準委任契約 準委任契準委任契準委任契準委任契

約約約約

第1回発注⇒ 工数工数工数工数＆＆＆＆金額金額金額金額
（（（（正式見積正式見積正式見積正式見積りりりり））））

第２回発注⇒ 工数工数工数工数＆＆＆＆金額金額金額金額
（（（（正式見積正式見積正式見積正式見積りりりり））））

第３回発注⇒ 工数工数工数工数＆＆＆＆金額金額金額金額
（（（（正式見積正式見積正式見積正式見積りりりり））））

工数工数工数工数＆＆＆＆金額金額金額金額
（（（（概算見積概算見積概算見積概算見積りりりり））））

↑↑↑↑拘束力拘束力拘束力拘束力なしなしなしなし

↑↑↑↑拘束力拘束力拘束力拘束力なしなしなしなし

現在多い形態 準委任契約 請負い契約 準委任契準委任契準委任契準委任契

約約約約

•契約形態

•発注方法
↑↑↑↑必必必必ずしもずしもずしもずしも良良良良いとはいとはいとはいとは言言言言えないえないえないえない

18



≪推敲～作成～移行≫

•ＳＩベンダーが合流し開発下流工程が開始される。推敲フェーズ

から実際にシステムを稼働させながらの反復型開発がはじまる。

作成フェーズでは、推敲フェーズで完成したベースラインに肉付け

する形で、本格的な反復が実行される。ここでのポイントはテスト

行程にあり、とりわけ用いるデータがシステム品質を決定付ける。

19



☆推敲フェーズ以降の反復計画

■”リスクドリブン“＆”テスト駆動“の反復型開発が標準

他他他他シスシスシスシスＩ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ作成作成作成作成・・・・テストテストテストテスト
（（（（ﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀ、、、、ﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾞ゙゙゙ｸｼｮﾝｸｼｮﾝｸｼｮﾝｸｼｮﾝ））））

ﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀ

ＶＶＶＶ１１１１準備準備準備準備

推推推推 敲敲敲敲 作作作作 成成成成 移移移移 行行行行 稼動稼動稼動稼動

▼▼▼▼ ▼▼▼▼ ▲▲▲▲

パッケージパッケージパッケージパッケージ
ADDADDADDADD----ONONONON設計設計設計設計

運用運用運用運用テストテストテストテスト
反復反復反復反復＃＃＃＃１１１１

反
復

反
復

反
復

反
復
テ
ス
ト

テ
ス
ト

テ
ス
ト

テ
ス
ト
＃＃ ＃＃
３３ ３３

（（ （（
結
合

結
合

結
合

結
合
テ
ス
ト

テ
ス
ト

テ
ス
ト

テ
ス
ト
）） ）） 本本 本本

稼稼 稼稼
動動 動動

反復反復反復反復
＃＃＃＃１１１１

反復反復反復反復
＃＃＃＃２２２２

反復反復反復反復
＃＃＃＃１１１１

要
件
確
認

要
件
確
認

要
件
確
認

要
件
確
認

▼▼▼▼

業務設計業務設計業務設計業務設計
（（（（業務標準業務標準業務標準業務標準のののの策定策定策定策定））））

▲▲▲▲ﾊｰﾄﾊｰﾄﾊｰﾄﾊｰﾄﾞ゙゙゙設置設置設置設置

運用設計運用設計運用設計運用設計、、、、
展開展開展開展開ｽｹｼｽｹｼｽｹｼｽｹｼﾞ゙゙゙ｭｰﾙｭｰﾙｭｰﾙｭｰﾙ検討検討検討検討

他他他他システムシステムシステムシステムＩ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ設計設計設計設計

ユ
ー
ザ

ユ
ー
ザ

ユ
ー
ザ

ユ
ー
ザ
側側 側側

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム
側側 側側
メ
ン
バ

メ
ン
バ

メ
ン
バ

メ
ン
バ

パッケージパッケージパッケージパッケージ
ADDADDADDADD----ONONONON開発開発開発開発

反復反復反復反復
＃＃＃＃２２２２

運用運用運用運用テストテストテストテスト
反復反復反復反復＃＃＃＃２２２２

▼▼▼▼ ▼▼▼▼ﾚﾋﾚﾋﾚﾋﾚﾋﾞ゙゙゙ｭｰﾎｭｰﾎｭｰﾎｭｰﾎﾟ゚゚゚ｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄ →→→→

ﾄﾗﾝﾄﾗﾝﾄﾗﾝﾄﾗﾝＩ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ部稼動部稼動部稼動部稼動

共通共通共通共通ﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀＩ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ稼動稼動稼動稼動

ﾏﾆｭｱﾙﾏﾆｭｱﾙﾏﾆｭｱﾙﾏﾆｭｱﾙ作成作成作成作成
利用者教育利用者教育利用者教育利用者教育

マスタデータマスタデータマスタデータマスタデータ

セットアップセットアップセットアップセットアップ
ﾏｽﾀﾃﾏｽﾀﾃﾏｽﾀﾃﾏｽﾀﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀ
最終整備最終整備最終整備最終整備

ﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾞ゙゙゙ｸｼｮﾝｸｼｮﾝｸｼｮﾝｸｼｮﾝ

データデータデータデータ移行移行移行移行

本
体

本
体

本
体

本
体
チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

I/Fﾁｰﾑﾁｰﾑﾁｰﾑﾁｰﾑ

ﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀ作作作作
成成成成ﾁｰﾑﾁｰﾑﾁｰﾑﾁｰﾑ

Ｂ
Ｐ
Ｒ

Ｂ
Ｐ
Ｒ

Ｂ
Ｐ
Ｒ

Ｂ
Ｐ
Ｒ
骨
子

骨
子

骨
子

骨
子

の
ま
と
め

の
ま
と
め

の
ま
と
め

の
ま
と
め

ﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀ

ＶＶＶＶ２２２２準備準備準備準備
ﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾃｽﾄﾃﾞ゙゙゙ｰﾀｰﾀｰﾀｰﾀ

ＶＶＶＶ３３３３準備準備準備準備

分析

設計

分析

設計

製造

ﾃｽﾄ

分析

設計

製造

ﾃｽﾄ

分析

設計

製造

ﾃｽﾄ

製造

ﾃｽﾄ

製造

ﾃｽﾄ ﾃｽﾄ

このこのこのこの部分部分部分部分ははははＳＩＳＩＳＩＳＩベベベベ
ンダーンダーンダーンダー作成作成作成作成ののののＷＷＷＷ
ＢＳＢＳＢＳＢＳにはにはにはには殆殆殆殆どどどど示示示示ささささ
れることはないがれることはないがれることはないがれることはないが、、、、
ビジネスビジネスビジネスビジネス系大規系大規系大規系大規
模模模模アプリアプリアプリアプリではではではでは全全全全
工数工数工数工数のののの約半分約半分約半分約半分をををを
占占占占めるめるめるめる
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ア
メ
ン
バ
ー

推敲フェーズの手順（ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）

方向付
資料の
レビュー

Ｓ
Ｉ
ベ
ン
ダ
ー

業務改革
のポイントＢＰＲ骨子

のまとめ

ユーザ

代表
業務手順
基本設計

業務設計書

ユースケース
定義の改訂

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図
の改訂

ﾕｰｽｹｰｽ
定義書 ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図

自社⇔ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
モデルの比較

ﾓﾃﾞﾙ変換
ﾛｼﾞｯｸ記述

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
モデル図

両ﾓﾃﾞﾙ間
差分一覧

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
FIT&GAP
の検討

ADD-ON
プロセス

情シス

代表

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ標準
稼働環境準備

ﾉﾝｶｽﾀﾏｲｽﾞ
での稼働

ADD-ON
ﾊﾞｳﾝﾀﾞﾘ

ﾃｽﾄﾃﾞｰﾀﾊﾟｯｹｰｼﾞ
稼働環境

反復

自社の
モデル図

ｉ／ｆ仕様

作成に利用

ユーザ
レビュー

ADD-ON
ｴﾝﾃｨﾃｨ

作成ﾌｪｰｽﾞ

に利用
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ア
メ
ン
バ
ー

推敲フェーズの手順（ｽｸﾗｯﾁ）

Ｓ
Ｉ
ベ
ン
ダ
ー

ﾕｰｽｹｰｽ
定義の改訂

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ
図の改訂

クラス図
の作成

クラス図
（分析ﾓﾃﾞﾙ）

設計
ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ

インフラ
環境準備

ｸﾗｽ図
（設計ﾓﾃﾞﾙ）

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ
BUILD

反復

分析

モデリング

ｼｰｹﾝｽ図
の作成

ｼｰｹﾝｽ図

画面ﾗﾌ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

絵ｺﾝﾃ

ｼｰｹﾝｽ図
（設計ﾓﾃﾞﾙ）

ＰＧ作成＆
テスト

ｱｰｷﾃｸﾁｬ

ユーザ
レビュー

設計ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ

＆製造・

ﾕｰｽｹｰｽ
定義書

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図

ﾃｽﾄﾃﾞｰﾀ情シス

代表

業務改革
のポイントＢＰＲ骨子

のまとめ

ユーザ

代表
業務手順
基本設計

業務設計書
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※推敲フェーズのマイルストン

• システム分析
＜パッケージ適用の場合＞
– 分析ﾓﾃﾞﾙ； ＰＫＧﾓﾃﾞﾙへの変換ﾛｼﾞｯｸ＆ADD-ONｴﾝﾃｨﾃｨ、ﾕｰｽｹｰｽ基本ﾌﾛｰﾚﾍﾞﾙ
のADD-ONﾌﾟﾛｾｽが固まる

– 画面設計；主要なｱﾄﾞｵﾝ画面・入出力ﾃﾞｰﾀ項目が固まる

– 実装； ＰＫＧ標準部分がテスト駆動する

＜スクラッチの場合＞
– 分析ﾓﾃﾞﾙ；主要クラスを捉えた概念ﾓﾃﾞﾙ（ｸﾗｽ・ｼｰｹﾝｽ図）が固まる

– 画面設計；主要画面の主要入出力ﾃﾞｰﾀ項目が固まる（ﾃﾞｺﾚｰｼｮﾝなし）

– 実装；主要ユースケースのﾍﾞｰｽﾗｲﾝ・ｱｰｷﾃｸﾁｬが固まり、テスト駆動する

• 業務設計
– 業務・組織改革の“ゆるぎない骨子”が固まる

– 業務フロー概要がｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図のﾚﾍﾞﾙで固まる（ｱｸﾀｰ/実組織の対応表も）

– 画面ﾓｯｸｱｯﾌﾟを通して業務のﾎﾞﾘｭｰﾑ、実現性を確認する
23



周
辺
作
成
ベ
ン
ダ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ア
メ
ン
バ
ー

作成フェーズの手順

Ｓ
Ｉ
ベ
ン
ダ
ー
（
本
体
）

ユーザ

代表

運用設計

運用手順書

ﾕｰｽｹｰｽ定義、

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図

の改訂

分析モデル
の改訂

クラス図

（分析ﾓﾃﾞﾙ）

設計
ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ

ｸﾗｽ図
（設計ﾓﾃﾞﾙ）

BUILD

反復

ｼｰｹﾝｽ図
（設計ﾓﾃﾞﾙ）

ＰＧ作成
＆テスト

ユーザレビュー

ﾕｰｽｹｰｽ

定義書

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図

ﾃｽﾄﾃﾞｰﾀ
情シス

代表

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
ｱﾄﾞｵﾝ設計

Ｉ／Ｆ設計

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
ｱﾄﾞｵﾝ製造

Ｉ／Ｆ製造

ｱﾄﾞｵﾝ設計書

Ｉ／Ｆ設計書 I/F
BUILD

ADD-ON
BUILD
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※ＳＩベンダーとのコミュニケーション

ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｼﾛｼﾛｼﾛｼﾞ゙゙゙ｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄＲＯＯＭＲＯＯＭＲＯＯＭＲＯＯＭ

ｻﾃﾗｲﾄｻﾃﾗｲﾄｻﾃﾗｲﾄｻﾃﾗｲﾄＲＯＯＭＲＯＯＭＲＯＯＭＲＯＯＭ

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム部部部部 代代代代
表表表表メンバーメンバーメンバーメンバー

ユーザユーザユーザユーザ部門部門部門部門 代代代代
表表表表メンバーメンバーメンバーメンバー

ＳＩＳＩＳＩＳＩベンダーベンダーベンダーベンダー 代代代代
表表表表ＳＥＳＥＳＥＳＥメンバメンバメンバメンバ

ＳＩＳＩＳＩＳＩベンダーベンダーベンダーベンダー
ＰＧＰＧＰＧＰＧ担当者担当者担当者担当者

設計設計設計設計モデリングモデリングモデリングモデリング

ＰＧＰＧＰＧＰＧコーディングコーディングコーディングコーディング

テストテストテストテスト稼動稼動稼動稼動

業務分析業務分析業務分析業務分析・・・・設計設計設計設計

ＶＰＮＶＰＮＶＰＮＶＰＮ

開発開発開発開発

ｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊﾞ゙゙゙

ＰＣＰＣＰＣＰＣ

ユーザレビューユーザレビューユーザレビューユーザレビュー

分析分析分析分析モデリングモデリングモデリングモデリング テストテストテストテスト検証検証検証検証

現場現場現場現場コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

ＳＩＳＩＳＩＳＩベンダーベンダーベンダーベンダー 代代代代
表表表表ＳＥＳＥＳＥＳＥメンバメンバメンバメンバ

ネットネットネットネット・・・・コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

反復反復反復反復
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＜ＳＩベンダーへの期待＞
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ウオータフォールの特徴と課題

＜特徴＞

• 前行程で、次工程のゆるぎない仕様が確定している

– 製造工程の一括アウトソース（オフショア含む）が可能となる

– セオリーが確立している業務システム（制度会計など）に適する

• 通常、請負型契約の下で適用し、ベンダー・ユーザ企業双方のリスクをヘッジ

– ベンダー側は、前行程への揺り戻し分などのリスクを予め見積りに反映

– ユーザ企業側は、万が一のベンダーのスキル不足でも追加費用はなし

＜課題＞

• ドキュメントやモックだけでは仕様のレビューに限界がある

• 仕様変更（と言われるもの）が開発後半に頻発することが多い

– 開発序盤で無理に仮置きした詳細仕様は“変更”の発生が必然？

• 終盤の実装工程で致命的問題が発生する可能性がある

– 難易度の高いロジックや非機能要件の検証に十分な時間が取れない

• 近年、リスク管理により見積りが安全サイドに流れ、過剰コストの傾向あり

– 現に見積りの段階でリスクファクター（１．ｘ）を乗じていると聞く
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反復型の必然性とリスクへの対応

＜反復型の必然性＞
• ウオータフォールの一番の狙いは“プロジェクトを失敗しない事”にあり

– 仕様変更による納期超過を防ぐ事や、請負契約で際限ない予算超過を防ぐ等

• 序盤で仕様を凍結するのではなく、臨機応変な変更を可能にしたい

– 納期＆予算通りである事も重要だが、“良いシステムである事”がもっと大事！

• 実際に動くソフト（基本フローのみ）を用いて、ユーザ・レビューが可能

• 難易度の高いロジックや非機能要件の早期着手によりリスクを最小化

• 早い段階からテストを繰り返す事で、十分なシステム品質を作り込む

＜リスクへの対応＞

• エンドレスなスパイラル開発に陥るリスク

– 方向付け、推敲、作成、移行の４フェーズを設け、予め各々の期間を設定

• 各フェーズのマイルストンが不鮮明となるリスク

– フェーズ毎の開発ドキュメントやモデル図と言った成果物を明確化

• ＳＩベンダーの開発費用が不明確になるリスク

– 全てを準委任契約とする事で、機能追加時は人員増（費用増）で対応
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ＳＩベンダーへのお願いと期待

＜お願い＞

• 自社のウオータフォール型開発方法論に固執せず、反復型などの
ユーザ企業が望む開発方法論にも対応して欲しい

• 大規模ビジネス・アプリ開発にも準委任契約を適用して欲しい
• ＵＭＬをはじめとする各種モデル表記が理解できていて欲しい
• 売買の関係にあっても目的を共にするパートナーと思って欲しい

＜期待＞

• 物作りが海外へ出てゆく中、国内での高密度なコラボに期待します！
• クラウド時代に突入し、各種アプリサービスの充実に期待します！
• ＥＲＰにはない企業競争力を支援する独自サービスに期待します！
• ＩＴの世界で日本発グローバルスタンダードが出ることを期待します！
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